
至南森町・北千里 至東梅田・大日

至天下茶屋

地下鉄中央線
中央大通

本町通

船場センタービル

至天王寺・八尾南

至
大
阪
港

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
谷
町
線

堺
筋
本
町

松
屋
町
筋

大
阪
商
工

　
会
議
所

内
本
町

　
郵
便
局

谷
町
４
丁
目 至

生
駒

堺
筋

谷
町
筋

MYDOME OSAKA
マイドームおおさか

中央
消防署

NTT

シティ
プラザ
大阪

東郵
便局

東警察

大阪産業
創造館

阪
神
高
速
本
町
出
口

❶

12 ❹

N

消
しょう
防
ぼう
署
しょ

☎ 119
（火

か じ
事やケガ、病

びょう
気
き
のとき）

警
けいさつしょ
察署 ☎ 110
災
さいがいでんごん
害伝言ダイヤル ☎ 171

防
ぼう

災
さい

メモ（緊
きん
急
きゅう
時
じ
の連
れん
絡
らく
先
さき
）

公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

　大
おお

阪
さか

府
ふ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

防
ぼう さ い

災ガイド ～地
じ
震
しん
に備
そな
えて～

大
おお
阪
さか
市
し
中
ちゅう
央
おう
区
く
本
ほん
町
まち
橋
ばし
２-５マイドームおおさか5階

かい

（地
ち
下
か
鉄
てつ
谷
たに
町
まち
四
よん
丁
ちょう
目
め
/堺
さかい
筋
すじ
本
ほん
町
まち
）

電
でん
話
わ
	 06-6966-2400

ＦＡＸ	 06-6966-2401
ＨＰ	 http：//www.ofix.or.jp
e-mail	 info@ofix.or.jp

大
おお

阪
さか

府
ふ

外
がい

国
こく

人
じん

情
じょう

報
ほう

コーナー
電
でん
話
わ
	 06-6941-2297

e-mail	 jouhou-c@ofix.or.jp
月
げつ

～金
きん

 9：00 ～ 17：30
日
に

本
ほん

語
ご

・英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

語
ご

、ポルトガル語
ご

、スペイン語
ご

、
ベトナム語

ご

、フィリピン語
ご

、タイ語
ご

の 9 言
げん

語
ご

で対
たいおう

応

大
おお

阪
さか

防
ぼう

災
さい

ネット
携
けい

帯
たい

メールアドレスを登
とう

録
ろく

しておくと、気
き

象
しょう

・地
じ

震
しん

・津
つ

波
なみ

情
じょう

報
ほう

、災
さい

害
がい

時
じ

の避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

・指
し

示
じ

等
など

の情
じょう

報
ほう

をメールで受
う

けることができます（英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

語
ご

）

http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/index.html

避難カード（Evacuation card）

名前 /Name

住所 /Address

電話番号 /Phone	number

私の話せる言語 /Language	I	can	speak

血液型 /Blood	Type

"

避
ひ
難
なん
場
ば
所
しょ
や学

がっ
校
こう
、職

しょく
場
ば
の連

れん
絡
らく
先
さき
を書

か
いて

携
けい
帯
たい
してください。

また、自
じ
分
ぶん
の国

くに
の領

りょう
事
じ
館
かん
の在

ざい
外
がい
国
こく
民
みん
登
とう
録
ろく

をしておきましょう。登
とう
録
ろく
の仕

し
方
かた
につい

ては各
かく
領
りょう
事
じ
館
かん
で確
かく
認
にん
して下

くだ
さい。

キ
リ
ト
リ
線せ
ん

地
じ

震
しん

はいつ起
お

こるかわかりません。地
じ

震
しん

が起
お

きたときの身
み

の安
あんぜん

全の守
まも

り方
かた

、正
ただ

しい避
ひ

難
なん

のしかた
を知

し

っておきましょう。また、地
じ

震
しん

に備
そな

えて普
ふ

段
だん

から準
じゅん

備
び

しておくことも必
ひつよう

要です。
強
つよ

い揺
ゆ

れを起
おこ

こす南
なんかい

海トラフ巨
きょ

大
だい

地
じ

震
しん

（東
とう

海
かい

地
ち

方
ほう

から九
きゅう

州
しゅう

までの広
ひろ

い範
はん

囲
い

で発
はっ

生
せい

）が心
しんぱい

配されて
います。この地

じ

震
しん

により大
おお

きな津
つ

波
なみ

が起
お

こり、甚
じんだい

大な被
ひ

害
がい

の恐
おそ

れがあります。
大
おお

きな地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

すると、その後
ご

しばらく最
さい

初
しょ

の地
じ

震
しん

よりは小
ちい

さな地
じ

震
しん

が続
つづ

いて起
お

こります。こ
れを余

よ

震
しん

といいます。
大きな地

じ

震
しん

の震
しん

源
げん

地
ち

が海
うみ

の場
ば

合
あい

、海
かいすい

水が大
おお

きな波
なみ

となって沿
えんがん

岸へ押
お

し寄
よ

せてくることがあります。
これが津

つ

波
なみ

です。地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

後
ご

すぐに津
つ

波
なみ

が到
とうたつ

達することもあります。

普
ふ
段
だん
から備

そな
えておく

家
か ぐ

具は転
てん

倒
とう

防
ぼう

止
し

金
かな

具
ぐ

で固
こ

定
てい

するとともに、寝
ね

ているところにタンス
や本

ほんだななど

棚等の家
か ぐ

具が倒
たお

れてくるような配
はい

置
ち

はしないようにしましょう。
非
ひ

常
じょう

用
よう

持
も

ち出
だ

し品
ひん

はリュックサックに入
い

れて、逃
に

げるときにすぐに
持
も

ち出
だ

せるようにしておきましょう。また、各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

のホームページ
などで、近

ちか

くの避
ひ

難
なん

所
じょ

がどこか調
しら

べておくことが重
じゅう

要
よう

です。

地
じ

震
しん

火
か

災
さい

の被
ひ

害
がい

（1995 年
ねん

1 月
がつ

 阪
はんしん

神・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

）

「人
ひと

と防
ぼう

災
さい

未
み

来
らい

センター ( 神
こう

戸
べ

市
し

) 提
てい

供
きょう

」

倒
とうかい

壊したマンション（1995 年
ねん

1 月
がつ

 阪
はんしん

神・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

）

懐
かい
中
ちゅう
電
でん
灯
とう
、携

けい
帯
たい
ラジオ、電

でん
池
ち
、軍

ぐん
手
て
、傷

きず
薬
ぐすり
、絆

ばんそうこう
創膏、鎮

ちんつうざい
痛剤、胃

い
腸
ちょう
薬
やく
、風

か
邪
ぜ

薬
ぐすり
やいつも飲

の
んでいる薬

くすり
、水

みず
、缶

かん
詰
づめ
等
など
の食

しょく
料
りょう
品
ひん
、現

げんきん
金（小

こ
銭
ぜに
）、パスポート、

在
ざい
留
りゅう
カードもしくは在

ざい
留
りゅう
カードとみなされる外

がい
国
こく
人
じん
登
とう
録
ろく
証
しょう
、携

けい
帯
たい
電
でん
話
わ
、充

じゅう
電
でん

器
き
、筆

ひっ
記
き
用
よう
具
ぐ
、ティッシュ、タオル、服

ふく
、下

した
着
ぎ
、ビニール袋

ぶくろ
など。

非
ひ
常
じょう
時
じ
の持

も
ち出

だ
し品

ひん

防
ぼう
災
さい
意
い
識
しき
を高

たか
めることが大

だい
事
じ
です。学

がっこう
校や職

しょく
場
ば
、学

がく
生
せい
寮
りょう
内
ない
で実

じっ
施
し
される

防
ぼうさいくんれん
災訓練には必

かなら
ず参

さん
加
か
するようにしましょう！！

『（財
ざい

）中
なか

島
じま

記
き

念
ねん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

助
じょ

成
せい

』（独
どく

）日
に

本
ほん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

実
じっ

施
し

事
じ

業
ぎょう

外
がいこ

くじん

国人の
ための



"

リ
ト
リ
キ

線ん
せ

最寄りの避難所 /Nearest  evacuation  shelter

電話番号 /Telephone  number  of
①大学・職場 /School･Work

②寮や住宅管理者 /House  manager  (dormitory)

③領事館 /Consulate

緊急連絡先 /Emergency  contact  number
①国内 /Japan

②国外 /Oversea

⑥避
ひ
難
なん

津
つ

波
なみ

発
はっ

生
せい

のおそれがあるとき、余
よ

震
しん

が続
つづ

き家
いえ

の中
なか

にいることに不
ふ

安
あん

を感
かん

じたときや、避
ひ

難
なん

指
し じ

示・避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

が発
はつれい

令されたときは、速
すみ

やかに避
ひ

難
なん

しましょう。

「避
ひ
難
なん
所
じょ
」とは

「避
ひ
難
なん
所
じょ
」は災

さい
害
がい
発
はっ
生
せい
時
じ
に小

しょう
学
がっ
校
こう
等
など
の施
し
設
せつ
に市
し
町
ちょう
村
そん
が設
せっ
置
ち

する避
ひ
難
なん
場
ば
所
しょ
のことです。

避
ひ
難
なん
所
じょ
では、水

みず
や食

しょく
料
りょう
等
など
の救

きゅう
援
えん
物
ぶっ
資
し
を受
う
けることができ

るほか、ライフラインや支
し
援
えん
情
じょう
報
ほう
などの情

じょう
報
ほう
も入

にゅう
手
しゅ
できます。

避
ひ
難
なん
所
じょ
は誰
だれ
でも行

い
くことができますが、避

ひ
難
なん
所
じょ
での生

せいかつ
活には

ルールがあるので、指
し じ
示どおりに行

こうどう
動しましょう。

地
じ
震
しん
が起

お
こったら

地
じ
震
しん
が起

お
きたら、あわてずに身

み
を守
まも
りましょう

1995 年
ねん
に近

きん
畿
き
地
ち
方
ほう
で起

お
きた阪

はんしん
神・淡

あわ
路
じ
大
だい
震
しん
災
さい
における死

し
因
いん
の 85％以

い
上
じょう
が倒

とうかい
壊した家

か
屋
おく
や家

か ぐ
具の

下
した
敷
じ
きによる圧

あっ
死
し
、約

やく
10％が火

か じ
事による焼

しょう
死
し
でした。地

じ
震
しん
時
じ
には倒

たお
れてくる壁

かべ
や家

か ぐ
具から身

み
を守

まも
ると

ともに、地
じ
震
しん
により建

たてもの
物や道

どう
路
ろ
が倒

とうかい
壊すると、消

しょう
防
ぼう
車
しゃ
などの緊

きん
急
きゅう
車
しゃ
両
りょう
も入

はい
れなくなるため、火

か
災
さい
への

注
ちゅう
意
い
も必

ひつよう
要です。地

じ
震
しん
発
はっ
生
せい
直
ちょく
後
ご
の身

み
の安

あんぜん
全が確

かく
保
ほ
できたら、正

ただ
しい情

じょう
報
ほう
を入

にゅう
手
しゅ
し、速

すみ
やかに安

あんぜん
全な場

ば

所
しょ
に避

ひ
難
なん
しましょう。

一方、2011 年
ねん
の東

ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
における死

し
因
いん
の 90％以

い
上
じょう
は溺

でき
死
し
でした。津

つ
波
なみ
の発

はっせい
生する可

か
能
のう
性
せい
のあ

る場
ば
合
あい
には、急

いそ
いで高

たか
いところに逃

に
げましょう。

避
ひ
難
なん
する時

とき
は、火

か
災
さい
のおそれがある

ため、電
でん
気
き
のブレーカーを落

お
とし、

ガスの元
もとせん
栓を閉

し
める。

①まず身
み
の安
あんぜん
全を守る

机
つくえ
の下
した
にかくれる。

命
いのち
が一

いちばんだいじ
番大事！！

④出
で
口
ぐち
の確
かく
保
ほ

ドアを開
あ
ける。建

たてもの
物が傾

かたむ
くと、

ドア枠
わく
が歪

ゆが
み開

あ
かなくなり、

逃
に
げることができません。
慌
あわ
てて外

そと
に飛

とび
び出

だ
さず、周

まわ
り

を良
よ
く見

み
て靴
くつ
を履

は
いて逃

に
げる。

⑤情
じょう
報
ほう
の入

にゅう
手
しゅ

テレビやラジオ、インターネットから
正
ただ
しい情

じょう
報
ほう
を入

にゅう
手
しゅ
する。

惑
まど
わされない！

避
ひ
難
なん
するために家

いえ
を出

で
る時

とき
は、

避
ひ
難
なん
先
さき
を書

か
いたメモを残

のこ
す。

②コンロをとめる
ガス器

き ぐ
具の火

ひ
を消

け
し 

元
もとせん
栓を閉

し
める。

徒
と ほ
歩で避

ひ
難
なん
する。ひとりで行

こうどう
動しない。

崩
くず
れてきて危

き
険
けん
なため、狭

せま
い路

ろ じ
地、

壁
かべ
、塀
へい
に近
ちか
寄
よ
らない。

③火
ひ
を消

け
す

火
ひ
が 出

で
た場

ば
合
あい
は大

おおごえ
声を出

だ
して周

まわ
りに

応
おうえん
援を求

もと
め、消

しょう
火
か
器
き
で火

ひ
を消

け
す。

ただし、火
ひ
が天

てん
井
じょう
に燃

も
え移

うつ
った場

ば
合
あい
は

すぐに逃
に
げること。

①ＮＴＴ災
さい
害
がい
用
よう
伝
でん
言
ごん
ダイヤル（171）

メッセージは１件
けん
30 秒

びょう
までで 48 時

じ
間
かん
保
ほ
存
ぞん
できます。

毎
まい
月
つき
１日
にち
、１５日

にち
と１月

がつ
１日
にち
～３日

にち
。防

ぼう
災
さい
週
しゅう
間
かん
（８／３０～９／５）、

防
ぼう
災
さい
とボランティア週

しゅう
間
かん
（１／１５～１／２１）に試

ため
すことができます。

携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
からも利

り
用
よう
できますが、登

とう
録
ろく
できる番

ばん
号
ごう
は固

こ
定
てい
電
でん
話
わ
番
ばん
号
ごう

のみです。

②携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
の災

さいがいようでんごんばん
害用伝言板サービス

災
さい
害
がい
時
じ
には携

けい
帯
たい
電
でん
話
わ
の画

が
面
めん
上
じょう
に「災

さいがいようでんごんばん
害用伝言板の利

り
用
よう
開
かい
始
し
」の

案
あんない
内が表

ひょう
示
じ
されます。サービスの有

う む
無、内

ないようなど
容等は各

かく
携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
会
がい
社
しゃ

のホームページ等
など
で確
かくにん
認しておきましょう。

安
あん
否
ぴ
の確
かくにんほうほう
認方法

伝
でんごん
言を録

ろくおん
音するときは
１７１
↓
１

（＊＊＊）－＊＊＊－＊＊＊＊
市
し
外
がい
局
きょく
番
ばん
からの電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
（自

じ
分
ぶん
の番

ばん
号
ごう
）

↓
伝
でんごん
言を入

い
れる（30 秒

びょう
）

伝
でんごん
言を再

さいせい
生するときは
１７１
↓
２

（＊＊＊）－＊＊＊－＊＊＊＊
市
し
外
がい
局
きょく
番
ばん
からの電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
（安
あん
否
ぴ
を知

し
りたい人

ひと
の番
ばん
号
ごう
）

↓
伝
でんごん
言を聞

き
く

避
ひ
難
なん
場
ば
所
しょ

市
し
町
ちょう
村
そん
が発

はっ
信
しん
する避

ひ
難
なん
情
じょう
報
ほう

などを、広
こう
報
ほう
車
しゃ
や広

こう
報
ほう
用
よう
ス

ピーカーで確
かく
認
にん
する

どこに避難するの？
災害発生時に避難する場所には、大きく分けて次の３つがあります。

避難所兼緊急避難場所
「緊急避難場所」と
「避難所」両方の役割
を兼ねた施設です。

（※平成26年 4月　国土地理院が新たに地図記号を定めました。）

避難所
一定期間、避難生活をする
場所。水や食料等の救援物
資があり、ライフラインや
支援等に関する情報も入手
できます。

緊急避難場所
身の安全を守るために一時
的に避難する場所。基本的
には水や食料の備えはあり
ません。大きな公園などが
指定されています。




